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学校給食の地産地消化の

更なる促進 

 

 

学校給食の安心・安全化

と充実 

 

 

「公民協働」による有機

米産地の形成 

 

 

太陽光パネル設置に関す

るガイドライン（抑制・

禁止区域の設定等）作成 

小中学校の給食には、御殿場市で作られた原材料（米、野菜等）を優先的に使用し、回数を増やして、生産者の顔が 

見える給食により食育を推進するとともに、市内でお金が循環する仕組みを構築して地産地消を促進していただきた

い。 

 

調味料や加工食品等に含まれる食品添加物の使用を徐々に削減し、発育途上にある小・中学生の体に優しい安心・安全

な給食、食べ残し（フードロス）が少ない、美味しい給食を提供する施策を推進していただき、少子化対策の大きな柱

である「子育て日本一」にふさわしい、学校給食の安心・安全化と充実を要望する。 

 

環境保全型農業による地域活性化のため、「学校給食全量有機米使用」を目標に、学校給食をきっかけとして有機米生産

を公（市）民（農協・生産者）が協働で実施できる組織を構成し、有機米づくりという新たな産業を育て、生産者が

「儲かる仕組み」を作り、後継者不足、耕作放棄地増大に歯止めをかける施策の実施を要望する。 

 

太陽光パネルの設置が際限なく進んでおり、本市の自然環境の保全、景観の保全に問題が生じているとともに、災害発

生時の危険性やパネルの原料となっている鉛、セレン、カドミウム等の有害物質土壌や水源に流出した場合は、環境汚

染を引き起こす恐れもあるため、抑制区域・禁止区域を定める等、ガイドラインの作成を要望する。 

 


